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○観客を魅せる喜び
小学２年生の時に、姉が活動していたクラブに入った
のが、新体操を始めたきっかけです。最初は動きを覚え
るのに精一杯でしたが、上達してくると、身に付けた技や
演技を人に見てもらいたいという気持ちが出てきました。
男子新体操は、男子の体操競技と女子の新体操が融合
したスポーツといえます。タンブリング※の迫力や格好
よさが見どころですが、そこに手具操作の妙と演技によ
る表現の要素が加わり、一言
では言い表せない魅力が詰ま
っています。演技一つひとつ
が美術作品のようなもので、
いかに人と違う表現ができる
か、どうしたら人に驚いても
らえるかをいつも考えていま
す。新体操の楽しさは、観客
を魅せ、喜んでもらえるとこ
ろにあります。
※タンブリング＝マットの上で行う跳躍・転回などの運動

○向上心と平常心
新体操の個人演技は１分30秒ですが、本番へ至るまで

の何百、何千時間という練習があります。ベストな状態
で本番を演じられるよう、向上心を持って厳しい練習を
重ねつつ、浮かれず平常心を保っていきたいと思ってい
ます。
県内の体育施設には専用床がないなど、練習環境の面
で他県と比べ不利な部分もありますが、逆に闘争心が湧
きますね。

○ライバルを意識して
常に意識してきた同学年の選手が他県にいます。中学
生の時に全国大会を連覇し、高校１年でインターハイ優
勝という圧倒的な存在であったその選手に憧れ、目標に
することで、自分も大きくレベルアップできたと思って
います。
今年３月の高校選抜大会は不本意な結果でしたが、練
習方法を変えて臨んだ５月の全日本ユースでは、トップ
と僅差で２位という結果で、手応えをつかみました。そ
して、７月の東海選手権、８月のインターハイでは、多
くの皆さんに注目していただいた中で総合優勝を果たす
ことができました。

○さらなる成長を
今後は、もっと演技
に迫力を増せるよう、
筋トレに重点を置き、
さらなる練習を積んで
いきたいです。
そして、自分自身が
他の選手から憧れを持
ってもらえるような存
在になれればと思って
います。

老若男女、各分野で活躍するさまざまな「四日市人」を
取材して、その人の言葉で四日市の魅力などを読者に伝
えるコーナーです。
ＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」でも紹介します。
放送日時：11月11日〜12月10日 ９：00・20：30
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平成27年度全国高等学校総合体育大会（インタ
ーハイ）の男子新体操種目で、個人総合優勝を果た
した高田高等学校２年生、堀孝輔さんにお話を聞
きました。

堀 孝輔さん


